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この度はカールーフテントをご購入いただき有難うございます。 

設置する前に下記の説明をよくお読みください。 

 

要約説明 

１. 特性と適用 

 

１）このカールーフテントは車上で開閉が簡単なテントです。 

雨天、ぬかるみの道、平らでない道などの悪環境の中でもアウトドアキャンプが 

楽しめる仕様となっています。 

 



２）操作が簡単なモジュールと軽量設計 

３）ベッドフレームの耐荷量は 200kg 以下、伸縮はしごは 150kg 以下となり様々な 

様々な車種に適したルーフテントとなります。 

 

２．材質と仕様 

 

１）主要材質：フレーム：アルミニウム 

     はしご ：アルミニウム 

     トップ ：ABS 

 

２）収納時のサイズ   ：221(L)×136（W）×18（H）cm 

開けた時のサイズ ：212(L)×132（W）×129（H）cm 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

使用方法 

 

１．付属部品とツール 

U 字型固定プレート(4 個) 

M8×50 ボルトと六角(8 個)、平ワッシャー(8 個)、スプリングワッシャー(8 個) 

M8×30 ボルトと六角（8 個、平ワッシャー(8 個)、スプリングワッシャー（8 個） 

M8 戻り止めナット（10 個）、スプリングボール(4 個)、M8×12 ボルトと六角ソケット(4 個)、座金

（4 個）、30×30 プラスチックキャップ(4 個) 

スクリュードライバー(1 個)、レンチ（1 個） 

 



 

２．設置図 

 

１）この設置図は元々ルーフラックがついている車用であり、ラックと車の上の 

間隔は 3cm 以上あけて下さい。 

 

２）この設置図のように上記ルーフテントを設置前に適切なルーフラックセットを取り付ける必要があ

ります。 

注記：推奨する下記の 3 タイプのルーフラック 

 

A:ラックが固定された小型ラック搭載車 

B:車上に溝がある車 

C:その他、ドア枠に固定できる車 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．設置手順 

 



１）もともとラックが付いている場合は、ラックと車の屋根が 3cm 以上の間隔が 

あることを確認して下さい。もし十分な間隔がなければ適切なルーフラックを付ける必要がありま

す。 

 

２）ルーフラックのサイズと方向によってネジを緩めて、2 本のコネクティング 

チューブの方向と距離を調整してネジを締めてからテントを車の屋根にのせます。 

 

３）テントを車の屋根の適切な位置に調整して、トランクドアが開けられるか 

確認します。 

   

４）コネクティングチューブの端から各端に 2 本ずつ、M8×50 ボルトボルトを 

適切な位置へスライドさせます。 

    注意点としてルーフラックと車の屋根の距離が 4cm 以下の場合、M8×50 の 

長いボルトを使用するより M8×30 の短いボルトを使用するようにします。 

   

 

 

 



５）ボルトは U 字型の固定プレート、、平ワッシャー、スプリングワッシャーの順番で穴を通り次にレン

チで M8 戻り止めナットを締めます。 

合計 4 個の U 字型固定プレートはそれぞれ 4 つの角に固定するようにします。 

 

６）プラスチックキャップをコネクティングチューブの端に差し込みます。 

 

 

４．操作とメンテナンス 

 

開き方： 

 

１）バックルを外します。 

 

２）ルーフテント本体に据付けられたリモコンもしくはワイヤレスリモコンでルーフテントを電動で開ける

ことができます。 

 

   

リモコンを使用するにはコントロールパネル赤丸ボタンを長押しします。 



    長押しするとコントロールパネルの 3 つのボタン全てが点滅します。 

    リモコンのボタンを押すと点滅が止まりますが、この時点で 

リモコンとコントロールパネルは正常に作動していることを示します。 

    この方法でリモコンとして使用することができます。 

 

３）正面を開けて上に向けます。 

 

４）伸縮式はしごの上部チューブをベッドフレームの前面にある留め具に 

押し込み、ベッドフレームと一緒に帯を固定します。 

  

５）はしごを適切な高さに調節します。 

はしごの使用時は立て掛け度が 75 度になるようにします。 

 

   

   

 

 

 



 

 

閉じ方： 

 

６）閉じる前に中に何も入っていないことを確認します。 

チャックで開け閉めできる部分は全て閉めないと雨天走行時にテントの中が濡れてしまいますの

でご注意ください。 

 

７）帯を緩めて留め具をはしごから外します。 

片足で一番低いバーを踏んで、片手ではしごを握ります。一番低いバーの 

左右のスイッチを押してはしごを倒します。 

 

８）ベッドフレームの周りに固定します。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 ５

 

 

１０）操作 

 

前面、側面、後面、閉じた面 

 

１１）電源が入っていない時やモーター故障した場合は、次のように一時的にテントを 

   使用することができます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンテナンス： 

テントが濡れたらよく乾かして下さい。 

 

５．はしごの操作方法 

お使いになる前にはしごに添付されている説明書をすべてお読みください。 

 



１）はしごを開くときは一番下のバーを片足で踏み、必要な高さに達するまで上に 

持ち上げます。 

 

２）必ずはしごを使用する前にバーがロックされているかどうかを確認をします。 

はしご使用時の立て掛け度は 75 度になるようにします。 

 

３）片足で一番低いバーを踏んで、片手ではしごを握ります。 

一番低いバーの左右のスイッチを押します。 

収納スイッチを押すときはバーに手を触れないで下さい。 

 

４）はしごをしっかりと持って下に引きます。 

はしごは自動的に下に収縮して結合部分を押します。 

 

５）ケガの可能性があるため、収縮するときはバーに手を入れないようにして下さい。 

６）はしごの昇降は必ず一人で行って下さい、また最大過量は 150kg になります。 

 

注記：高さを低くするには、はしごを折りたたんでから必要な高さまで 

   再度伸ばします。 



 

６：注意 

 

１）閉じる際にテントの窓は開けたままにします。 

２）寝袋、枕など閉じる前にテントの中に何も入っていないかを確認します。 

３）使用中かどうかに関わらず、テントが車の上に設置されているときは 

上に何も置かないようにしてください。 

４）濡れた布でテントを掃除してください。 

５）ルーフラックと一緒に固定しているナットがきちんと締まっているかどうか 

取り付け後と運転前に再確認をしてください。 

６）危険な運動はテント内で行わないようにしてください。 

 

７）運転中は防水カバー（全ての開口部を閉める）をかけておいて下さい。 

 

８）はしごを使用する前に拡張部や全てきちんとロックされているかを確認して下さい。 

使用する前に全ての部品が良好な状態であるか確認して下さい。 

損傷や磨耗など化学的にエッチングされたものは使用しないようにして下さい。 

 



９）しっかりした地面にはしごを置きます。 

片足で立たせないようにすること、滑り止めがついていない状態でべとべとした、 

凍っている場所や雪が降っているような状態の地面には置かないようにして下さい。 

 

１０）はしごに昇る前にバーがしっかりと固定されているか確認をして、バランスを失うのを防ぐため、手を遠

くに伸ばさないようにしましょう。 

はしごと向き合いながらしっかり握って昇り降りをしましょう。 

   バーの中央で体重を分散させるので、片側だけに昇ったりジャンプするなどの 

   行為は大変危険です。 

 

１１）はしごが完全に伸びていない限り、バーを上に引き出さないで下さい。  

   使用中は怪我を防ぐためにどのコントラクトスウィッチは押さないで下さい。 

 

１２）はしごは油汚れ、雪、塗料、化学薬品などから避けてきれいに保つように 

して下さい。 

 

１３）部品損傷の恐れがあるので一時的なメンテナンスは行わないようにして下さい。 

 



１４）ベッドフレームとはしごは全て電気導体のため、充電部には近づけないように 

   して下さい。 

 

１５）はしご使用時の立て掛け度は 75 度にして下さい。 

 

１６）お子様がいる場合ははしごを出したまま放置しないようにして下さい。 

 

１７）収縮するときは片手でバーを握り、一番低いバーの左右のスイッチを 

   押してください。 

手を挟まないように気をつけて、はしごを上から下へ順番にゆっくり折りたたみ 

ます。 

 

 

１８）はしごを伸ばすには毎回、順番に逆さまに慎重に引き出す必要が 

あります。 

 

１９）はしごを伸ばす前に平らな地面であることを確認して下さい。 

   高さを低くするには、はしごを折りたたみ次に必要な高さまで再度 



   伸ばします。 

 

２０）暴風の場合は使用しないで下さい。 

 

２１）はしごの昇降は必ず 1 人で行って下さい、また最大過量は 150kg になります。 

 

２２）テントを使用しないときはマットレスやはしご以外は取り出して畳んでください。 

物が入った状態ですとカバーが膨らみ風が入りやすくなり 

開いてしまう恐れがあります。 

 

２３）ルーフテントは重量物のため振動で衝撃が加わり破損の原因となりますので 

高速道路等を走行する際は 80km/h 以上の速度を出さないようお願い致します。 

どうしても 80km/h 以上で走行される場合は 

ラッシングベルトでテントを固定してください。 

 

 

 

 


